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【手続補正書】
【提出日】平成20年9月26日(2008.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信されたチャネル品質表示ＣＱＩの復号プロセスから品質メトリックを生成する工程
であって、ここで前記品質メトリックが、前記受信されたＣＱＩの品質に関連する短期品
質メトリックおよび長期品質メトリックを備え、前記長期メトリックがＣＱＩ差分ビット
で３状態判定を実施することによって生成され、前記３状態判定はアップ状態、ダウン状
態またはホールド状態のような前記ＣＱＩ差分ビットを解釈することを含んでおり、
　前記品質メトリックのうちの少なくとも１つを品質設定と比較する工程と、
　前記比較に基づいて、ＣＱＩチャネル構成を動的に調整するかどうか判断する工程とを
備える方法。
【請求項２】
　前記ＣＱＩチャネル構成が完全モードまたは差分モードのＲ－ＣＱＩＣＨモード設定を
備え、前記比較工程が、前記長期品質メトリックのうちの１つを前記品質設定と比較する
工程を備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＣＱＩチャネル構成が上りリンク外ループ・パワー制御設定を備え、前記比較工程
が、前記短期品質メトリックのうちの１つを前記品質設定と比較する工程を備える請求項
１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＣＱＩチャネル構成が反復係数を備え、前記比較工程が、前記長期品質メトリック
のうちの１つを前記品質設定と比較する工程を備える請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　１つのＣＱＩフレームについて前記復号プロセスからの複数の品質情報を累積すること
によって、前記短期品質メトリックを生成する工程を備える請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　２つ以上のフレームの期間に渡って前記複数の品質メトリックをフィルタリングするこ
とによって、前記長期品質メトリックを生成する工程を備える請求項１に記載の方法。
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【請求項７】
　復号プロセスで、受信されたチャネル品質表示ＣＱＩの品質に関連する品質軟判定メト
リックを生成する工程であって、ここで前記軟判定メトリックは、あるフレームについて
累積された消去メトリックを用いて生成されており、
　前記品質軟判定メトリックのうちの１つを閾値品質設定と比較する工程と、
　前記比較に基づいて、モード設定、上りリンク外ループ・パワー制御設定または反復係
数のうちの少なくとも１つを動的に調整するかどうか判断する工程とを備える方法。
【請求項８】
　前記モード設定が完全モードまたは差分モード設定を備える請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記判断が前記モード設定、前記上りリンク外ループ・パワー制御設定または前記反復
係数のうちの少なくとも１つを動的に調整することである場合に、無線装置に調整を送信
する工程を備える請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記品質メトリック生成工程が、２つ以上のフレームの期間に渡って前記複数の品質メ
トリックを累積することによって、長期メトリックを生成する工程を備える請求項７に記
載の方法。
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